
共
通
事
項

簡
易
書
留
に
よ
る
交
付

　

郵
便
配
達
員
が
直
接
手
渡
し
ま

す
。

　

不
在
の
場
合
は
、
受
け
取
り
方

な
ど
を
「
不
在
連
絡
票
」
で
確
認

し
、
忘
れ
ず
に
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

窓
口
で
の
交
付

　

市
役
所
国
保
年
金
課
窓
口
で
の

交
付
で
す
。
希
望
の
方
は
、
６
月

27
日
㊌
ま
で
に
国
保
年
金
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

①
本
人
が
受
け
取
る
場
合

公
的
機
関
が
発
行
す
る
顔
写
真

付
き
の
証
明
書
（
免
許
証
等
）

を
持
参

②
代
理
人
が
受
け
取
る
場
合

世
帯
主
ま
た
は
世
帯
員
か
ら
の

委
任
状
、
公
的
機
関
が
発
行
す

る
代
理
人
の
顔
写
真
付
き
の
証

明
書
（
免
許
証
等
）
を
持
参

※�

窓
口
交
付
は
７
月
６
日
㊎
よ
り

行
い
ま
す
。

※�

保
険
税
等
に
未
納
分
が
あ
る
方

に
は
、
短
期
有
効
期
限
の
保
険

証
等
を
発
行
し
ま
す
。
短
期
保

険
証
等
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
窓
口
に
て
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険

一
部
負
担
金
の
免
除
・

徴
収
猶
予
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、世
帯
主
、

被
保
険
者
の
方
が
震
災
等
に
遭
わ

れ
た
場
合
や
失
業
等
に
よ
り
収
入

が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
で
、
生

活
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
申

請
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
と
、
医
療

機
関
等
で
支
払
う
一
部
負
担
金

（
自
己
負
担
額
）
の
免
除
ま
た
は

徴
収
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※�

世
帯
主
ま
た
は
被
保
険
者
が
、

入
院
療
養
を
受
け
る
世
帯
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

負
担
区
分
の
見
直
し
に 

つ
い
て

　

毎
年
８
月
１
日
現
在
の
加
入
者

に
つ
い
て
、
世
帯
状
況
と
前
年
所

得
に
基
づ
き
負
担
区
分
（
※
）
判

定
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
判
定
さ

れ
た
負
担
区
分
は
８
月
１
日
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

負
担
区
分
判
定
の
結
果
、
医
療

費
の
一
部
負
担
金
の
割
合
に
変
更

が
生
じ
る
方
に
は
、負
担
割
合（
１

割
、
３
割
）
が
変
更
さ
れ
た
保
険

証
を
送
付
し
ま
す
。
８
月
１
日
以

降
に
医
療
機
関
等
に
行
か
れ
る
際

は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

※��

負
担
区
分
・
・
・
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
や
高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
限
度
額
等
を
決
め
る

た
め
の
区
分

お
問
い
合
わ
せ
は
、

国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、6
⒇
１
６
０
０
へ
。

　
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証（
保
険
証
）が

７
月
31
日
で
有
効
期
限
切
れ
と
な
る
た
め
、
８
月
１
日
か
ら
使
え
る
新
し
い
保

険
証
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

７
月
中
旬
に
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

有効期限をご確認ください

「一部負担金の割合」は
１割か３割になります

保険証はあずき色です
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